
第４章 理科

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨等

１ 教科目標

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛する心情を育てる

とともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方を養う。

２ 評価の観点及びその趣旨

自然事象への
科学的な思考・表現 観察・実験の技能

自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

自然に親しみ，意欲をも 自然の事物・現象から 自然の事物・現象を観 自然の事物・現象の性

って自然の事物・現象を 問題を見いだし，見通 察し，実験を計画的に 質や規則性，相互の関

調べる活動を行い，自然 しをもって事象を比較 実施し，器具や機器な 係などについて実感を

を愛するとともに生活に したり，関係付けたり， どを目的に応じて工夫 伴って理解している。

生かそうとする。 条件に着目したり，推 して扱うとともに，そ

論したりして調べるこ れらの過程や結果を的

とによって得られた結 確に記録している。

果を考察し表現して，

問題を解決している。

３ 内容のまとまり

理科においては，学習指導要領の内容の「Ａ 物質・エネルギー」，「Ｂ 生命・地球」を内容のまと

まりとした。

第２ 内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

Ⅰ 第３学年

１ 学年目標

(1) 物の重さ，風やゴムの力並びに光，磁石及び電気を働かせたときの現象を比較しながら調べ，見い

だした問題を興味・関心をもって追究したりものづくりをしたりする活動を通して，それらの性質や

働きについての見方や考え方を養う。

(2) 身近に見られる動物や植物，日なたと日陰の地面を比較しながら調べ，見いだした問題を興味・関

心をもって追究する活動を通して，生物を愛護する態度を育てるとともに，生物の成長のきまりや体

のつくり，生物と環境とのかかわり，太陽と地面の様子との関係についての見方や考え方を養う。

２ 第３学年の評価の観点の趣旨

自然事象への
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

自然の事物・現象を興味 自然の事物・現象を比 簡単な器具や材料を見 物の重さ，風やゴムの
・関心をもって追究し， 較しながら問題を見い 付けたり，使ったり， 力並びに光，磁石の性
生物を愛護するととも だし，差異点や共通点 作ったりして観察，実 質や働き及び電気を働
に，見いだした特性を生 について考察し表現し 験やものづくりを行 かせたときの現象や，
活に生かそうとする。 て，問題を解決してい い，その過程や結果を 生物の成長のきまりや

る。 分かりやすく記録して 体のつくり，生物と環
いる。 境とのかかわり，太陽

と地面の様子などにつ
いて実感を伴って理解
している。
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３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 物質・エネルギー」

【学習指導要領の内容】

(1) 物と重さ

粘土などを使い，物の重さや体積を調べ，物の性質についての考えをもつことができるようにす

る。

ア 物は，形が変わっても重さは変わらないこと。

イ 物は，体積が同じでも重さは違うことがあること。

(2) 風やゴムの働き

風やゴムで物が動く様子を調べ，風やゴムの働きについての考えをもつことができるようにする。

ア 風の力は，物を動かすことができること。

イ ゴムの力は，物を動かすことができること。

(3) 光の性質

鏡などを使い，光の進み方や物に光が当たったときの明るさや暖かさを調べ，光の性質について

の考えをもつことができるようにする。

ア 日光は集めたり反射させたりできること。

イ 物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わること。

(4) 磁石の性質

磁石に付く物や磁石の働きを調べ，磁石の性質についての考えをもつことができるようにする。

ア 物には，磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また，磁石に引き付けら

れる物には，磁石に付けると磁石になる物があること。

イ 磁石の異極は引き合い，同極は退け合うこと。

(5) 電気の通り道

乾電池に豆電球などをつなぎ，電気を通すつなぎ方や電気を通す物を調べ，電気の回路について

の考えをもつことができるようにする。

ア 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること。

イ 電気を通す物と通さない物があること。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

物の重さ，風やゴムの力 物の重さ，風やゴムの 簡単な器具や材料を見 物の重さ，風やゴムの

並びに光，磁石及び電気 力並びに光，磁石及び 付けたり，使ったり， 力並びに光，磁石の性

を働かせたときの現象を 電気を働かせたときの 作ったりして観察，実 質や働き及び電気を働

興味・関心をもって追究 現象を比較しながら問 験やものづくりを行 かせたときの現象など

し，見いだした特性を生 題を見いだし，差異点 い，その過程や結果を について，その性質や

活に生かそうとしてい や共通点について考察 分かりやすく記録して 働きを理解している。

る。 し表現している。 いる。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・物の形や体積と重さの ・物の形を変えたとき ・てんびんや自動上皿 ・物は，形が変わって

関係に興味・関心をも の重さや，物の体積 はかりを適切に使っ も重さは変わらない

ち，進んで物の性質を を同じにしたときの て，安全に実験やも ことを理解してい

調べようとしている。 重さを比較して，そ のづくりをしてい る。

・物の形や体積と重さの れらについて予想や る。 ・物は，体積が同じで

関係を適用し，身の回 仮説をもち，表現し ・物の形や体積と重さ も重さは違うことが
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りの現象を見直そうと ている。 の関係について体感 あることを理解して

している。 ・物の形を変えたとき を基にしながら調 いる。

の重さや，物の体積 べ，その過程や結果

を同じにしたときの を記録している。

重さを比較して，そ

れらを考察し，自分

の考えを表現してい

る。

・風やゴムの力を働かせ ・風を当てたときの物 ・送風機やゴムを適切 ・風の力は，物を動か

たときの現象に興味・ の動く様子や，ゴム に使って，安全に実 すことができること

関心をもち，進んで風 を引っぱったり，ね 験やものづくりをし を理解している。

やゴムの働きを調べよ じったりしたときの ている。 ・ゴムの力は，物を動

うとしている。 物の動く様子を比較 ・風を受けたときやゴ かすことができるこ

・風やゴムの力の働きを して，それらについ ムを働かせたときの とを理解している。

活用してものづくりを て予想や仮説をも 現象の違いについ

したり，その働きを利 ち，表現している。 て，手ごたえなどの

用した物を見つけたり ・風を当てたときの物 体感を基にしながら

しようとしている。 の動く様子や，ゴム 調べ，その過程や結

を引っぱったり，ね 果を記録している。

じったりしたときの

物の動く様子を比較

して，それらを考察

し，自分の考えを表

現している。

・平面鏡や虫眼鏡に日光 ・光を働かせたときと ・平面鏡や虫眼鏡を適 ・日光は集めたり反射

を当てたときの現象に そうでないときの現 切に使って，安全に させたりできること

興味・関心をもち，進 象や，光を集めたり 実験やものづくりを を理解している。

んで光の性質を調べよ 重ね合わせたりした している。 ・物に日光を当てる

うとしている。 ときの物の明るさや ・光を反射させたり集 と，物の明るさや暖

・光の進み方や性質を使 暖かさを比較して， めたりしたときの明 かさが変わることを

ってものづくりをしよ それらについて予想 るさや暖かさの違い 理解している。

うとしている。 や仮説をもち，表現 を調べ，その過程や

している。 結果を記録してい

・光を働かせたときと る。

そうでないときの現

象や，光を集めたり

重ね合わせたりした

ときの物の明るさや

暖かさを比較して，

それらを考察し，自

分の考えを表現して

いる。

・磁石に物を付けたり自 ・磁石に引き付けられ ・磁石を使って付く物 ・物には，磁石に引き

由に動くようにしたり る物と引き付けられ を調べたり着磁させ 付けられる物と引き

したときの現象に興味 ない物や，磁石同士 たり，ものづくりを 付けられない物があ

・関心をもち，進んで や磁石に引き付けら したりしている。 ることや，磁石に引

磁石の働きや性質を調 れる物との間を空け ・磁石に付く物や磁石 き付けられる物に

べようとしている。 ても引き付ける力が の極性を調べ，その は，磁石に付けると

・磁石の働きや性質を使 働いている現象を比 過程や結果を記録し 磁石になる物がある

ってものづくりをしよ 較して，それらにつ ている。 ことを理解してい

うとしている。 いて予想や仮説をも る。

ち，表現している。 ・磁石の異極は引き合
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・磁石に引き付けられ い，同極は退け合う

る物と引き付けられ ことを理解してい

ない物や，磁石同士 る。

や磁石に引き付けら

れる物との間を空け

ても引き付ける力が

働いている現象を比

較して，それらを考

察し，自分の考えを

表現している。

・乾電池に豆電球をつな ・豆電球が点灯すると ・乾電池と豆電球を使 ・電気を通すつなぎ方

いだり回路に物を入れ きとしないときや， って回路をつくった と通さないつなぎ方

たりしたときの現象に 回路の一部にいろい り，ものづくりをし があることを理解し

興味・関心をもち，進 ろな物を入れたとき たりしている。 ている。

んで電気の回路を調べ を比較して，それら ・回路の一部にいろい ・電気を通す物と通さ

ようとしている。 について予想や仮説 ろな物を入れたりし ない物があることを

・乾電池と豆電球の性質 をもち，表現してい て，豆電球が点灯す 理解している。

を使ってものづくりを る。 るときとしないとき

しようとしている。 ・豆電球が点灯すると の違いを調べ，その

きとしないときや， 過程や結果を記録し

回路の一部にいろい ている。

ろな物を入れたとき

を比較して，それら

を考察し，自分の考

えを表現している。

（２）「Ｂ 生命・地球」

【学習指導要領の内容】

(1) 昆虫と植物

身近な昆虫や植物を探したり育てたりして，成長の過程や体のつくりを調べ，それらの成長のき

まりや体のつくりについての考えをもつことができるようにする。

ア 昆虫の育ち方には一定の順序があり，成虫の体は頭，胸及び腹からできていること。

イ 植物の育ち方には一定の順序があり，その体は根，茎及び葉からできていること。

(2) 身近な自然の観察

身の回りの生物の様子を調べ，生物とその周辺の環境との関係についての考えをもつことができ

るようにする。

ア 生物は，色，形，大きさなどの姿が違うこと。

イ 生物は，その周辺の環境とかかわって生きていること。

(3) 太陽と地面の様子

日陰の位置の変化や，日なたと日陰の地面の様子を調べ，太陽と地面の様子との関係についての

考えをもつことができるようにする。

ア 日陰は太陽の光を遮るとでき，日陰の位置は太陽の動きによって変わること。

イ 地面は太陽によって暖められ，日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあること。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

身近に見られる動物や植 身近に見られる動物や 身近に見られる動物や 身近に見られる動物や

物，日なたと日陰の地面 植物，日なたと日陰の 植物を探したり育てた 植物，日なたと日陰の

を興味・関心をもって追 地面を比較しながら問 り，簡単な器具を使っ 地面などについて，生

究し，生物を愛護すると 題を見いだし，差異点 たりして，観察や実験 物の成長のきまりや体
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ともに，見いだした特性 や共通点について考察 を行い，その過程や結 のつくり，生物と環境

を生活に生かそうとして し表現している。 果を分かりやすく記録 とのかかわり，太陽と

いる。 している。 地面の様子との関係を

理解している。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・身近な昆虫や植物に興 ・昆虫同士や植物同士 ・昆虫の飼育や植物の ・昆虫の育ち方には一

味・関心をもち，進ん を比較して，差異点 栽培をしながら，虫 定の順序があり，そ

でそれらの成長のきま や共通点について予 眼鏡などの器具を適 の体は頭，胸及び腹

りや体のつくりを調べ 想や仮説をもち，表 切に使って，その活 からできていること

ようとしている。 現している。 動や成長を観察して を理解している。

・身近な昆虫や植物に愛 ・昆虫同士や植物同士 いる。 ・植物の育ち方には一

情をもって，探したり を比較して，差異点 ・昆虫や植物の体のつ 定の順序があり，そ

育てたりしようとして や共通点を考察し， くりや育ち方を観察 の体は根，茎及び葉

いる。 自分の考えを表現し し，その過程や結果 からできていること

ている。 を記録している。 を理解している。

・身の回りの生物の様子 ・身の回りの生物の様 ・身の回りの生物の様 ・生物は，色，形，大

やその周辺の環境に興 子やその周辺の環境 子やその周辺の環境 きさなどの姿が違う

味・関心をもち，進ん とのかかわりを比較 とのかかわりについ ことを理解してい

で生物とその周辺の環 して，差異点や共通 て諸感覚で確認した る。

境との関係を調べよう 点について予想や仮 り，虫眼鏡や携帯型 ・生物は，その周辺の

としている。 説をもち，表現して の顕微鏡などの器具 環境とかかわって生

・身の回りの生物に愛情 いる。 を適切に使ったりし きていることを理解

をもってかかわった ・身の回りの生物の様 ながら観察してい している。

り，生態系の維持に配 子やその周辺の環境 る。

慮したりしようとして とのかかわりを比較 ・身の回りの生物の様

いる。 して，差異点や共通 子やその周辺の環境

点を考察し，自分の を観察し，その過程

考えを表現してい や結果を記録してい

る。 る。

・日陰の位置の変化や日 ・日陰の位置の変化や ・温度計や遮光板，方 ・日陰は太陽の光を遮

なたと日陰の地面の様 日なたと日陰の地面 位磁針を適切に使っ るとでき，日陰の位

子の違いに興味・関心 の様子，日陰の位置 て，日陰の位置の変 置は太陽の動きによ

をもち，進んで太陽と の変化と太陽の動き 化と，日なたと日陰 って変わることを理

地面の様子との関係を を比較して，それら の地面の様子や太陽 解している。

調べようとしている。 について予想や仮説 の動きを安全に観察 ・地面は太陽によって

・見いだした太陽と地面 をもち，表現してい している。 暖められ，日なたと

との関係で，日常の現 る。 ・日なたと日陰の地面 日陰では地面の暖か

象を見直そうとしてい ・日陰の位置の変化や の様子や太陽の動き さや湿り気に違いが

る。 日なたと日陰の地面 を調べ，その過程や あることを理解して

の様子を比較して， 結果を記録してい いる。

それらを考察し，自 る。

分の考えを表現して

いる。
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Ⅱ 第４学年

１ 学年目標

(1) 空気や水，物の状態の変化，電気による現象を力，熱，電気の働きと関係付けながら調べ，見いだ

した問題を興味・関心をもって追究したりものづくりをしたりする活動を通して，それらの性質や働

きについての見方や考え方を養う。

(2) 人の体のつくり，動物の活動や植物の成長，天気の様子，月や星の位置の変化を運動，季節，気温，

時間などと関係付けながら調べ，見いだした問題を興味・関心をもって追究する活動を通して，生物

を愛護する態度を育てるとともに，人の体のつくりと運動，動物の活動や植物の成長と環境とのかか

わり，気象現象，月や星の動きについての見方や考え方を養う。

２ 第４学年の評価の観点の趣旨

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

自然の事物・現象を興味 自然の事物・現象の変 簡単な器具や材料を見 空気や水の性質や働

・関心をもって追究し， 化とその要因とのかか 付けたり，使ったり， き，物の状態の変化，

生物を愛護するととも わりに問題を見いだ 作ったりして観察，実 電気による現象や，人

に，見いだした特性を生 し，変化と関係する要 験やものづくりを行 の体のつくりと運動，

活に生かそうとする。 因について考察し表現 い，その過程や結果を 動物の活動や植物の成

して，問題を解決して 分かりやすく記録して 長と環境とのかかわ

いる。 いる。 り，気象現象，月や星

の動きなどについて実

感を伴って理解してい

る。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 物質・エネルギー」

【学習指導要領の内容】

(1) 空気と水の性質

閉じ込めた空気及び水に力を加え，その体積や圧し返す力の変化を調べ，空気及び水の性質につ
お

いての考えをもつことができるようにする。

ア 閉じ込めた空気を圧すと，体積は小さくなるが，圧し返す力は大きくなること。
お お

イ 閉じ込めた空気は圧し縮められるが，水は圧し縮められないこと。
お お

(2) 金属，水，空気と温度

金属，水及び空気を温めたり冷やしたりして，それらの変化の様子を調べ，金属，水及び空気の

性質についての考えをもつことができるようにする。

ア 金属，水及び空気は，温めたり冷やしたりすると，その体積が変わること。

イ 金属は熱せられた部分から順に温まるが，水や空気は熱せられた部分が移動して全体が温まる

こと。

ウ 水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。また，水が氷になると体積が増えること。

(3) 電気の働き

乾電池や光電池に豆電球やモーターなどをつなぎ，乾電池や光電池の働きを調べ，電気の働きに

ついての考えをもつことができるようにする。

ア 乾電池の数やつなぎ方を変えると，豆電球の明るさやモーターの回り方が変わること。

イ 光電池を使ってモーターを回すことなどができること。
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【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

空気や水，物の状態の変 空気や水，物の状態の 簡単な器具や材料を見 空気や水，物の状態の

化，電気による現象と力， 変化，電気による現象 付けたり，使ったり， 変化，電気による現象

熱，電気の働きとの関係 と力，熱，電気の働き 作ったりして観察，実 と力，熱，電気の働き

を興味・関心をもって追 との関係に問題を見い 験やものづくりを行 との関係などを理解し

究し，見いだした特性を だし，変化と関係する い，その過程や結果を ている。

生活に生かそうとしてい 要因について考察し表 分かりやすく記録して

る。 現している。 いる。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・閉じ込めた空気や水に ・閉じ込めた空気や水 ・容器を使って空気や ・閉じ込めた空気を圧

力を加えたときの現象 の体積や圧し返す力 水の力の変化を調べ すと，体積は小さく

に興味・関心をもち， の変化によって起こ る実験やものづくり なるが，圧し返す力

進んで空気と水の性質 る現象とそれぞれの をしている。 は大きくなることを

を調べようとしてい 性質を関係付けて， ・空気や水による現象 理解している。

る。 それらについて予想 の変化を調べ，その ・閉じ込めた空気は圧

・空気と水の性質を使っ や仮説をもち，表現 過程や結果を記録し し縮められるが，水

てものづくりをした している。 ている。 は圧し縮められない

り，その性質を利用し ・閉じ込めた空気や水 ことを理解してい

た物を見つけたりしよ の体積や圧し返す力 る。

うとしている。 の変化によって起こ

る現象とそれぞれの

性質を関係付けて考

察し，自分の考えを

表現している。

・金属，水及び空気を温 ・金属，水及び空気の ・加熱器具などを安全 ・金属，水及び空気は，

めたり冷やしたりした 体積変化の様子，温 に操作し，金属，水 温めたり冷やしたり

ときの現象に興味・関 まり方と温度変化 及び空気の体積変化 すると，その体積が

心をもち，進んでそれ や，水蒸気や氷に姿 や温まり方の特徴を 変わることを理解し

らの性質を調べようと を変える水の状態変 調べる実験やものづ ている。

している。 化と温度を関係付け くりをしている。 ・金属は熱せられた部

・物の温まり方の特徴を て，それらについて ・金属，水及び空気の 分から順に温まる

適用し，身の回りの現 予想や仮説をもち， 体積変化の様子や温 が，水や空気は熱せ

象を見直そうとしてい 表現している。 まり方の特徴や，水 られた部分が移動し

る。 ・金属，水及び空気の の状態変化を調べ， て全体が温まること

体積変化の様子，温 その過程や結果を記 を理解している。

まり方と温度変化 録している。 ・水は，温度によって

や，水蒸気や氷に姿 水蒸気や氷に変わる

を変える水の状態変 ことを理解してい

化と温度変化を関係 る。

付けて考察し，自分 ・水が氷になると体積

の考えを表現してい が増えることを理解

る。 している。

・乾電池や光電池に豆電 ・乾電池や光電池に豆 ・簡易検流計などを適 ・乾電池の数やつなぎ
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球やモーターなどをつ 電球やモーターなど 切に操作し，乾電池 方を変えると，豆電

ないだときの明るさや をつないだときの明 と光電池の性質を調 球の明るさやモータ

回り方に興味・関心を るさや回り方を関係 べる実験やものづく ーの回り方が変わる

もち，進んで電気の働 付けて，それらにつ りをしている。 ことを理解してい

きを調べようとしてい いて予想や仮説をも ・豆電球の明るさやモ る。

る。 ち，表現している。 ーターの回り方の変 ・光電池を使ってモー

・電気の働きを使っても ・乾電池の数やつなぎ 化などを調べ，その ターを回すことなど

のづくりをしたり，そ 方，光電池に当てる 過程や結果を記録し ができることを理解

の働きを利用した物を 光の強さを変えて， ている。 している。

見つけたりしようとし 回路を流れる電流の

ている。 強さとその働きを関

係付けて考察し，自

分の考えを表現して

いる。

（２）「Ｂ 生命・地球」
【学習指導要領の内容】

(1) 人の体のつくりと運動
人や他の動物の体の動きを観察したり資料を活用したりして，骨や筋肉の動きを調べ，人の体の

つくりと運動とのかかわりについての考えをもつことができるようにする。
ア 人の体には骨と筋肉があること。
イ 人が体を動かすことができるのは，骨，筋肉の働きによること。

(2) 季節と生物
身近な動物や植物を探したり育てたりして，季節ごとの動物の活動や植物の成長を調べ，それら

の活動や成長と環境とのかかわりについての考えをもつことができるようにする。
ア 動物の活動は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあること。
イ 植物の成長は，暖かい季節，寒い季節などによって違いがあること。

(3) 天気の様子
１日の気温の変化や水が蒸発する様子などを観察し，天気や気温の変化，水と水蒸気との関係を

調べ，天気の様子や自然界の水の変化についての考えをもつことができるようにする。
ア 天気によって１日の気温の変化の仕方に違いがあること。
イ 水は，水面や地面などから蒸発し，水蒸気になって空気中に含まれていくこと。また，空気中

の水蒸気は，結露して再び水になって現れることがあること。
(4) 月と星

月や星を観察し，月の位置と星の明るさや色及び位置を調べ，月や星の特徴や動きについての考
えをもつことができるようにする。
ア 月は日によって形が変わって見え，１日のうちでも時刻によって位置が変わること。
イ 空には，明るさや色の違う星があること。
ウ 星の集まりは，１日のうちでも時刻によって，並び方は変わらないが，位置が変わること。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての
関心・意欲・態度 知識・理解

人の体のつくり，動物の 人の体のつくり，動物 身近に見られる動物や 人の体のつくり，動物
活動や植物の成長，天気 の活動や植物の成長， 植物を探したり育てた の活動や植物の成長，
の様子，月や星の位置の 天気の様子，月や星の り観察したり，簡単な 天気の様子，月や星の
変化と運動，季節，気温， 位置の変化と運動，季 器具を使って観察や実 位置の変化と運動，季
時間などとの関係を興味 節，気温，時間などと 験を行ったりして，そ 節，気温，時間などと
・関心をもって追究し， の関係に問題を見いだ の過程や結果を分かり の関係などを理解して
生物を愛護するととも し，変化と関係する要 やすく記録している。 いる。
に，見いだした特性を生 因について考察し表現
活に生かそうとしてい している。
る。
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【「Ｂ 生命・地球」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・骨や筋肉の動きに興味 ・骨の位置や筋肉の存 ・自分の体に直接触れ ・人の体には骨と筋肉

・関心をもち，進んで， 在，骨と筋肉の動き たり，映像や模型な があることを理解し

人や他の動物の体のつ を関係付けて，それ どを活用したりし ている。

くりと運動とのかかわ らについて予想や仮 て，人の体の骨や筋 ・人が体を動かすこと

りを調べようとしてい 説をもち，表現して 肉とその動きを観察 ができるのは，骨，

る。 いる。 している。 筋肉の働きによるこ

・人や他の動物の体のつ ・骨の位置や筋肉の存 ・人の体の骨や筋肉と とを理解している。

くりと運動に生命のた 在，骨と筋肉の動き その動きを調べ，そ

くみさを感じ，観察し を関係付けて考察 の過程や結果を記録

ようとしている。 し，自分の考えを表 している。

現している。

・身近な動物の活動や植 ・身近な動物の活動や ・動物や植物を探した ・動物の活動は，暖か

物の成長に興味・関心 植物の成長の変化と り育てたりして，定 い季節，寒い季節な

をもち，進んでそれら 季節の気温の変化を 期的に観察してい どによって違いがあ

の変化と季節とのかか 比較して，それらに る。 ることを理解してい

わりを調べようとして ついて予想や仮説を ・動物の活動や植物の る。

いる。 もち，表現している。 成長の違いを調べ， ・植物の成長は，暖か

・身近な動物や植物に愛 ・身近な動物の活動や その過程や結果を記 い季節，寒い季節な

情をもって，探したり 植物の成長の変化と 録している。 どによって違いがあ

育てたり観察したりし 季節の気温の変化を ることを理解してい

ようとしている。 関係付けて考察し， る。

自分の考えを表現し

ている。

・１日の気温の変化や水 ・天気と気温の変化 ・いろいろな天気と１ ・天気によって１日の

が蒸発する様子に興味 や，水蒸気や結露に 日の気温の変化の様 気温の変化の仕方に

・関心をもち，進んで 姿を変える水の状態 子の関係や水の状態 違いがあることを理

天気の様子や自然界の 変化と気温を関係付 変化を定点で観測し 解している。

水の変化を調べようと けて，それらについ ている。 ・水は，水面や地面な

している。 て予想や仮説をも ・１日の気温の変化す どから蒸発し，水蒸

・天気の様子や自然界の ち，表現している。 る様子を適切に測っ 気になって空気中に

水の変化に不思議さや ・天気と気温の変化 たり，自然蒸発や結 含まれていくことを

面白さを感じ，見いだ や，水蒸気や結露に 露などの現象を観察 理解している。

したきまりで日常生活 姿を変える水の状態 したりして，その過 ・空気中の水蒸気は，

を見直そうとしてい 変化と気温を関係付 程や結果を記録して 結露して再び水にな

る。 けて考察し，自分の いる。 って現れることがあ

考えを表現してい ることを理解してい

る。 る。

・月や星の位置の変化， ・月や星の位置の変化 ・必要な器具を適切に ・月は日によって形が

星の明るさや色に興味 と時間や，星の明る 操作し，月や星を観 変わって見え，１日

・関心をもち，進んで さや色を関係付け 察している。 のうちでも時刻によ

月や星の特徴や動きを て，それらについて ・地上の目印や方位な って位置が変わるこ

調べようとしている。 予想や仮説をもち， どを使って月や星の とを理解している。

・月や夜空に輝く星から 表現している。 位置を調べ，その過 ・空には，明るさや色

自然の美しさを感じ， ・月や星の位置の変化 程や結果を記録して の違う星があること

観察しようとしてい と時間を関係付けて いる。 を理解している。

る。 考察し，自分の考え ・星の集まりは，１日

を表現している。 のうちでも時刻によ
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って，並び方は変わ

らないが，位置が変

わることを理解して

いる。

Ⅲ 第５学年

１ 学年目標

(1) 物の溶け方，振り子の運動，電磁石の変化や働きをそれらにかかわる条件に目を向けながら調べ，

見いだした問題を計画的に追究したりものづくりをしたりする活動を通して，物の変化の規則性につ

いての見方や考え方を養う。

(2) 植物の発芽から結実までの過程，動物の発生や成長，流水の様子，天気の変化を条件，時間，水量，

自然災害などに目を向けながら調べ，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，生命を尊重

する態度を育てるとともに，生命の連続性，流水の働き，気象現象の規則性についての見方や考え方

を養う。

２ 第５学年の評価の観点の趣旨

自然事象への
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

自然の事物・現象を意欲 自然の事物・現象の変 問題解決に適した方法 物の溶け方，振り子の

的に追究し，生命を尊重 化とその要因との関係 を工夫し，装置を組み 運動の規則性，電流の

するとともに，見いだし に問題を見いだし，条 立てたり使ったりして 働きや，生命の連続性，

たきまりを生活に当ては 件に着目して計画的に 観察，実験やものづく 流水の働き，気象現象

めてみようとする。 追究し，量的変化や時 りを行い，その過程や の規則性などについて

間的変化について考察 結果を的確に記録して 実感を伴って理解して

し表現して，問題を解 いる。 いる。

決している。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 物質・エネルギー」

【学習指導要領の内容】

(1) 物の溶け方

物を水に溶かし，水の温度や量による溶け方の違いを調べ，物の溶け方の規則性についての考え

をもつことができるようにする。

ア 物が水に溶ける量には限度があること。

イ 物が水に溶ける量は水の温度や量，溶ける物によって違うこと。また，この性質を利用して，

溶けている物を取り出すことができること。

ウ 物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらないこと。

(2) 振り子の運動

おもりを使い，おもりの重さや糸の長さなどを変えて振り子の動く様子を調べ，振り子の運動の

規則性についての考えをもつことができるようにする。

ア 糸につるしたおもりが１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，糸の長

さによって変わること。

(3) 電流の働き

電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化を調べ，電流の働きについての考えをもつこと

ができるようにする。

ア 電流の流れている巻き線は，鉄心を磁化する働きがあり，電流の向きが変わると，電磁石の極

が変わること。

イ 電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わること。
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【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

物の溶け方，振り子の運 物の溶け方，振り子の 物の溶け方，振り子の 物の溶け方，振り子の

動の規則性，電流の働き 運動の規則性，電流の 運動の規則性，電流の 運動の規則性，電流の

について意欲的に追究 働きについての変化と 働きについての問題解 働きなどについて，物

し，見いだしたきまりを その要因との関係に問 決に適した方法を工夫 の変化の規則性を理解

生活に当てはめてみよう 題を見いだし，条件に し，装置を組み立てた している。

としている。 着目して計画的に追究 り使ったりして実験や

し，量的変化や時間的 ものづくりを行い，そ

変化について考察し表 の過程や結果を的確に

現している。 記録している。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・物を水に溶かし，物が ・物の溶け方とその要 ・物の溶け方の違いを ・物が水に溶ける量に

溶ける量や水の量と温 因について予想や仮 調べる工夫をし，ろ は限度があることを

度を変えたときの現象 説をもち，条件に着 過器具や加熱器具な 理解している。

に興味・関心をもち， 目して実験を計画 どを適切に操作し， ・物が水に溶ける量は

自ら物の溶け方の規則 し，表現している。 安全で計画的に実験 水の量や温度，溶け

性を調べようとしてい ・物が溶ける量を，水 をしている。 る物によって違うこ

る。 の温度や水の量と関 ・物の溶け方の規則性 とや，この性質を利

・物が水に溶けるときの 係付けて考察し，自 を調べ，その過程や 用して，溶けている

規則性を適用し，身の 分の考えを表現して 結果を定量的に記録 物を取り出すことが

回りの現象を見直そう いる。 している。 できることを理解し

としている。 ている。

・物が水に溶けても，

水と物とを合わせた

重さは変わらないこ

とを理解している。

・振り子の運動の変化に ・振り子の運動の変化 ・振り子の運動の規則 ・糸につるしたおもり

興味・関心をもち，自 とその要因について 性を調べる工夫を が１往復する時間

ら振り子の運動の規則 予想や仮説をもち， し，それぞれの実験 は，おもりの重さな

性を調べようとしてい 条件に着目して実験 装置を的確に操作 どによっては変わら

る。 を計画し，表現して し，安全で計画的に ないが，糸の長さに

・振り子の運動の規則性 いる。 実験やものづくりを よって変わることを

を適用してものづくり ・振り子の運動の変化 している。 理解している。

をしたり，その規則性 とその要因を関係付 ・振り子の運動の規則

を利用した物の工夫を けて考察し，自分の 性を調べ，その過程

見直したりしようとし 考えを表現してい や結果を定量的に記

ている。 る。 録している。

・電磁石の導線に電流を ・電磁石に電流を流し ・電磁石の強さの変化 ・電流の流れているコ

流したときに起こる現 たときの電流の働き を調べる工夫をし， イルは，鉄心を磁化

象に興味・関心をも の変化とその要因に 導線などを適切に使 する働きがあり，電

ち，自ら電流の働きを ついて予想や仮説を って，安全で計画的 流の向きが変わる

調べようとしている。 もち，条件に着目し に実験やものづくり と，電磁石の極が変

・電磁石の性質や働きを て実験を計画し，表 をしている。 わることを理解して
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使ってものづくりをし 現している。 ・電磁石の強さの変化 いる。

たり，その性質や働き ・電磁石の強さと電流 を調べ，その過程や ・電磁石の強さは，電

を利用した物の工夫を の強さや導線の巻 結果を定量的に記録 流の強さや導線の巻

見直したりしようとし 数，電磁石の極の変 している。 数によって変わるこ

ている。 化と電流の向きを関 とを理解している。

係付けて考察し，自

分の考えを表現して

いる。

（２）「Ｂ 生命・地球」

【学習指導要領の内容】

(1) 植物の発芽，成長，結実

植物を育て，植物の発芽，成長及び結実の様子を調べ，植物の発芽，成長及び結実とその条件に

ついての考えをもつことができるようにする。

ア 植物は，種子の中の養分を基にして発芽すること。

イ 植物の発芽には，水，空気及び温度が関係していること。

ウ 植物の成長には，日光や肥料などが関係していること。

エ 花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実になり，実の

中に種子ができること。

(2) 動物の誕生

魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして，卵の変化の様子や水中の小さな生物を

調べ，動物の発生や成長についての考えをもつことができるようにする。

ア 魚には雌雄があり，生まれた卵は日がたつにつれて中の様子が変化してかえること。

イ 魚は，水中の小さな生物を食べ物にして生きていること。

ウ 人は，母体内で成長して生まれること。

(3) 流水の働き

地面を流れる水や川の様子を観察し，流れる水の速さや量による働きの違いを調べ，流れる水の

働きと土地の変化の関係についての考えをもつことができるようにする。

ア 流れる水には，土地を浸食したり，石や土などを運搬したり堆積させたりする働きがあること。

イ 川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形に違いがあること。

ウ 雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量が変わり，増水により土地の様子が大きく変化

する場合があること。

(4) 天気の変化

１日の雲の様子を観測したり，映像などの情報を活用したりして，雲の動きなどを調べ，天気の

変化の仕方についての考えをもつことができるようにする。

ア 雲の量や動きは，天気の変化と関係があること。

イ 天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できること。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての
関心・意欲・態度 知識・理解

植物の発芽から結実まで 植物の発芽から結実ま 植物や動物を育てた 植物の発芽から結実ま
の過程，動物の発生や成 での過程，動物の発生 り，問題解決に適した での過程，動物の発生
長，流水の様子，天気の や成長，流水の様子， 方法を工夫したり，天 や成長，流水の様子，
変化と条件，時間，水量， 天気の変化と条件，時 気や流水の変化につい 天気の変化などについ
自然災害などの関係を意 間，水量，自然災害な ての装置を組み立てた て，生命の連続性，流
欲的に追究し，生命を尊 どとその要因との関係 り使ったりして観察， 水の働き，気象現象の
重したり自然の力の大き に問題を見いだし，条 実験を行い，その過程 規則性を理解してい
さを感じたりするととも 件に着目して計画的に や結果を的確に記録し る。
に，見いだしたきまりを 追究し，量的変化や時 ている。
生活に当てはめてみよう 間的変化について考察
としている。 し表現している。

- 12 -



【「Ｂ 生命・地球」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・植物の発芽や成長，結 ・植物の発芽，成長， ・種子に含まれている ・植物は，種子の中の

実の様子に興味・関心 結実について予想や 養分を，ヨウ素液な 養分を基にして発芽

をもち，自らそれらの 仮説をもち，条件に どを適切に使って観 することを理解して

変化にかかわる条件を 着目して観察や実験 察している。 いる。

調べようとしている。 を計画し，表現して ・花のつくりや花粉な ・植物の発芽には，水，

・植物の発芽や成長，結 いる。 どを，顕微鏡などを 空気及び温度が関係

実の様子に生命のたく ・植物の発芽から結実 適切に操作して観察 していることを理解

みさを感じ，それらを までの過程とその変 している。 している。

調べようとしている。 化にかかわる条件を ・植物の発芽から結実 ・植物の成長には，日

関係付けて考察し， までの過程とその変 光や肥料などが関係

自分の考えを表現し 化にかかわる条件や していることを理解

ている。 種子に含まれる養 している。

分，花のつくりや花 ・花にはおしべやめし

粉などについて調 べなどがあり，花粉

べ，その過程や結果 がめしべの先に付く

を記録している。 とめしべのもとが実

になり，実の中に種

子ができることを理

解している。

・魚の卵の内部の様子や ・動物の発生や成長に ・魚を育てたり，魚の ・魚には雌雄があり，

水中の小さな生物，人 ついて予想や仮説を 卵の内部の変化の様 生まれた卵は日がた

の母体内での成長の様 もち，条件に着目し 子や水中の小さな生 つにつれて中の様子

子に興味・関心をも て観察を計画し，表 物を顕微鏡などを操 が変化してかえるこ

ち，自らそれらの変化 現している。 作したりして，それ とを理解している。

や成長を調べようとし ・動物の発生や成長と らを継続的・計画的 ・魚は，水中の小さな

ている。 その変化にかかわる に観察している。 生物を食べ物にして

・卵の内部の変化の様子 時間を関係付けて考 ・魚の卵の内部の変化 生きていることを理

や人の母体内での成長 察し，自分の考えを の様子や水中の小さ 解している。

の様子に生命の神秘さ 表現している。 な生物を観察し，そ ・人は，母体内で成長

を感じ，それらの生命 の過程や結果を記録 して生まれることを

の連続性を調べようと している。 理解している。

している。 ・人が母体内で成長し

ていく様子を，映像

資料や模型などを活

用して調べ，その過

程や結果を記録して

いる。

・地面を流れる水や川の ・流れる水と土地の変 ・流れる水の速さや量 ・流れる水には，土地

流れの様子，川の上流 化の関係について予 の変化を調べる工夫 を侵食したり，石や

と下流の川原の石の違 想や仮説をもち，条 をし，モデル実験の 土などを運搬したり

いに興味・関心をも 件に着目して実験を 装置を操作し，計画 堆積させたりする働

ち，自ら流れる水と土 計画し，表現してい 的に実験をしてい きがあることを理解

地の変化の関係を調べ る。 る。 している。

ようとしている。 ・流れる水と土地の変 ・安全で計画的に野外 ・川の上流と下流によ

・増水で土地が変化する 化を関係付けたり， 観察を行ったり，映 って川原の石の大き

ことなどから自然の力 野外での観察やモデ 像資料などを活用し さや形に違いがある

の大きさを感じ，川や ル実験で見いだした て調べたりしてい ことを理解してい
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土地の様子を調べよう きまりを実際の川に る。 る。

としている。 当てはめたりして考 ・流れる水と土地の変 ・雨の降り方によっ

察し，自分の考えを 化の関係について調 て，流れる水の速さ

表現している。 べ，その過程や結果 や水の量が変わり，

を記録している。 増水により土地の様

子が大きく変化する

場合があることを理

解している。

・天気の変化などの気象 ・天気の変化と雲の量 ・雲の様子を観察する ・雲の量や動きは，天

情報に興味・関心をも や動きなどの関係に など天気の変化を調 気の変化と関係があ

ち，自ら雲の量や動き ついて予想や仮説を べる工夫をし，気象 ることについて理解

を観測したり，気象情 もち，条件に着目し 衛星やインターネッ している。

報を収集したりして天 て観察を計画し，表 トなどを活用して計 ・天気の変化は，映像

気を予想しようとして 現している。 画的に情報を収集し などの気象情報を用

いる。 ・天気の変化と雲の量 ている。 いて予想できること

・雲の様子や気象情報を や動きなどを関係付 ・雲の量や動きなどを を理解している。

基にした天気の予想を けて考察し，自分の 観測し，その過程や

日常生活で活用しよう 考えを表現してい 結果を記録してい

としている。 る。 る。

Ⅳ 第６学年

１ 学年目標

(1) 燃焼，水溶液，てこ及び電気による現象についての要因や規則性を推論しながら調べ，見いだした

問題を計画的に追究したりものづくりをしたりする活動を通して，物の性質や規則性についての見方

や考え方を養う。

(2) 生物の体のつくりと働き，生物と環境，土地のつくりと変化の様子，月と太陽の関係を推論しなが

ら調べ，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，生命を尊重する態度を育てるとともに，

生物の体の働き，生物と環境とのかかわり，土地のつくりと変化のきまり，月の位置や特徴について

の見方や考え方を養う。

２ 第６学年の評価の観点の趣旨

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

自然の事物・現象を意欲 自然の事物・現象の変 問題解決に適した方法 燃焼，水溶液の性質，

的に追究し，生命を尊重 化とその要因との関係 を工夫し，装置を組み てこの規則性及び電気

するとともに，見いだし に問題を見いだし，推 立てたり使ったりして による現象や，生物の

たきまりを生活に当ては 論しながら追究し，規 観察，実験やものづく 体の働き，生物と環境

めてみようとする。 則性や相互関係につい りを行い，その過程や とのかかわり，土地の

て考察し表現して，問 結果を的確に記録して つくりと変化のきま

題を解決している。 いる。 り，月の位置や特徴な

どについて実感を伴っ

て理解している。
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３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 物質・エネルギー」

【学習指導要領の内容】

(1) 燃焼の仕組み

物を燃やし，物や空気の変化を調べ，燃焼の仕組みについての考えをもつことができるようにす

る。

ア 植物体が燃えるときには，空気中の酸素が使われて二酸化炭素ができること。

(2) 水溶液の性質

いろいろな水溶液を使い，その性質や金属を変化させる様子を調べ，水溶液の性質や働きについ

ての考えをもつことができるようにする。

ア 水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあること。

イ 水溶液には，気体が溶けているものがあること。

ウ 水溶液には，金属を変化させるものがあること。

(3) てこの規則性

てこを使い，力の加わる位置や大きさを変えて，てこの仕組みや働きを調べ，てこの規則性につ

いての考えをもつことができるようにする。

ア 水平につり合った棒の支点から等距離に物をつるして棒が水平になったとき，物の重さは等し

いこと。

イ 力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾ける働きが変わり，てこがつり合うときに

はそれらの間に規則性があること。

ウ 身の回りには，てこの規則性を利用した道具があること。

(4) 電気の利用

手回し発電機などを使い，電気の利用の仕方を調べ，電気の性質や働きについての考えをもつこ

とができるようにする。

ア 電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができること。

イ 電気は，光，音，熱などに変えることができること。

ウ 電熱線の発熱は，その太さによって変わること。

エ 身の回りには，電気の性質や働きを利用した道具があること。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

燃焼，水溶液の性質，て 燃焼，水溶液の性質， 燃焼，水溶液の性質， 燃焼，水溶液の性質，

この規則性及び電気によ てこの規則性及び電気 てこの規則性及び電気 てこの規則性及び電気

る現象を意欲的に追究 による現象についての による現象についての による現象などについ

し，見いだしたきまりを 変化とその要因との関 問題解決に適した方法 て，物の性質や規則を

生活に当てはめてみよう 係に問題を見いだし， を工夫し，装置を組み 理解している。

としている。 推論しながら追究し， 立てたり使ったりして

要因や規則性について 実験やものづくりを行

考察し表現している。 い，その過程や結果を

的確に記録している。

【「Ａ 物質・エネルギー」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・植物体を燃やしたとき ・物の燃焼と空気の変 ・植物体が燃える様子 ・植物体が燃えるとき

に起こる現象に興味・ 化を関係付けなが を調べる工夫をし， には，空気中の酸素

関心をもち，自ら物の ら，物の燃焼の仕組 気体検知管や石灰水 が使われて二酸化炭

燃焼の仕組みを調べよ みについて予想や仮 などを適切に使っ 素ができることを理
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うとしている。 説をもち，推論しな て，安全に実験をし 解している。

・物の燃焼の仕組みを適 がら追究し，表現し ている。

用し，身の回りの現象 ている。 ・植物体の燃焼の様子

を見直そうとしてい ・物の燃焼と空気の変 や空気の性質を調

る。 化について，自ら行 べ，その過程や結果

った実験の結果と予 を記録している。

想や仮説を照らし合

わせて推論し，自分

の考えを表現してい

る。

・いろいろな水溶液の液 ・水溶液の性質や働き ・水溶液の性質を調べ ・水溶液には，酸性，

性や溶けている物及び について予想や仮説 る工夫をし，リトマ アルカリ性及び中性

金属を変化させる様子 をもち，推論しなが ス紙や加熱器具など のものがあることを

に興味・関心をもち， ら追究し，表現して を適切に使って，安 理解している。

自ら水溶液の性質や働 いる。 全に実験をしてい ・水溶液には，気体が

きを調べようとしてい ・水溶液の性質や働き る。 溶けているものがあ

る。 について，自ら行っ ・水溶液の性質を調 ることを理解してい

・水溶液の性質や働きを た実験の結果と予想 べ，その過程や結果 る。

適用し，身の回りにあ や仮説を照らし合わ を記録している。 ・水溶液には，金属を

る水溶液を見直そうと せて推論し，自分の 変化させるものがあ

している。 考えを表現してい ることを理解してい

る。 る。

・てこやてこの働きを利 ・てこがつり合うとき ・てこの働きを調べる ・水平につり合った棒

用した道具に興味・関 のおもりの重さや支 工夫をし，てこの実 の支点から等距離に

心をもち，自らてこの 点からの距離を関係 験装置などを操作 物をつるして棒が水

仕組みやてこを傾ける 付けながら，てこの し，安全で計画的に 平になったとき，物

働き，てこがつり合う 規則性について予想 実験やものづくりを の重さは等しいこと

ときの規則性を調べよ や仮説をもち，推論 している。 を理解している。

うとしている。 しながら追究し，表 ・てこの働きの規則性 ・力を加える位置や力

・てこの働きを適用して 現している。 を調べ，その過程や の大きさを変える

ものづくりをしたり， ・てこの働きや規則性 結果を定量的に記録 と，てこを傾ける働

日常生活に使われてい について，自ら行っ している。 きが変わり，てこが

るてこの規則性を利用 た実験の結果と予想 つり合うときにはそ

した道具を見直したり や仮説を照らし合わ れらの間に規則性が

しようとしている。 せて推論し，自分の あることを理解して

考えを表現してい いる。

る。 ・身の回りには，てこ

の規則性を利用した

道具があることを理

解している。

・電気の利用の仕方に興 ・電気の性質や働きと ・電気の性質や働きと ・電気は，つくりだし

味・関心をもち，自ら その利用について予 その利用の仕方を調 たり蓄えたりするこ

電気の性質や働きを調 想や仮説をもち，推 べる工夫をし，手回 とができることを理

べようとしている。 論しながら追究し， し発電機などを適切 解している。

・電気の性質や働きを適 表現している。 に使って，安全に実 ・電気は，光，音，熱

用してものづくりをし ・電気の性質や働きと 験をしている。 などに変えることが

たり，日常生活に使わ その利用について， ・電気の性質や働きを できることを理解し

れている電気を利用し 自ら行った実験の結 調べ，その過程や結 ている。

た道具を見直したりし 果と予想や仮説を照 果を定量的に記録し ・電熱線の発熱は，そ

ようとしている。 らし合わせて推論 ている。 の太さによって変わ

し，自分の考えを表 ることを理解してい

現している。 る。
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・身の回りには，電気

の性質や働きを利用

した道具があること

を理解している。

（２）「Ｂ 生命・地球」

【学習指導要領の内容】

(1) 人の体のつくりと働き

人や他の動物を観察したり資料を活用したりして，呼吸，消化，排出及び循環の働きを調べ，人

や他の動物の体のつくりと働きについての考えをもつことができるようにする。

ア 体内に酸素が取り入れられ，体外に二酸化炭素などが出されていること。

イ 食べ物は，口，胃，腸などを通る間に消化，吸収され，吸収されなかった物は排出されること。

ウ 血液は，心臓の働きで体内を巡り，養分，酸素及び二酸化炭素を運んでいること。

エ 体内には，生命活動を維持するための様々な臓器があること。

(2) 植物の養分と水の通り道

植物を観察し，植物の体内の水などの行方や葉で養分をつくる働きを調べ，植物の体のつくりと

働きについての考えをもつことができるようにする。

ア 植物の葉に日光が当たるとでんぷんができること。

イ 根，茎及び葉には，水の通り道があり，根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散しているこ

と。

(3) 生物と環境

動物や植物の生活を観察したり，資料を活用したりして調べ，生物と環境とのかかわりについて

の考えをもつことができるようにする。

ア 生物は，水及び空気を通して周囲の環境とかかわって生きていること。

イ 生物の間には，食う食われるという関係があること。

(4) 土地のつくりと変化

土地やその中に含まれる物を観察し，土地のつくりや土地のでき方を調べ，土地のつくりと変化

についての考えをもつことができるようにする。

ア 土地は，礫，砂，泥，火山灰及び岩石からできており，層をつくって広がっているものがある
れき

こと。

イ 地層は，流れる水の働きや火山の噴火によってでき，化石が含まれているものがあること。

ウ 土地は，火山の噴火や地震によって変化すること。

(5) 月と太陽

月と太陽を観察し，月の位置や形と太陽の位置を調べ，月の形の見え方や表面の様子についての

考えをもつことができるようにする。

ア 月の輝いている側に太陽があること。また，月の形の見え方は，太陽と月の位置関係によって

変わること。

イ 月の表面の様子は，太陽と違いがあること。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準に盛り込むべき事項】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

生物の体のつくりと働 生物の体のつくりと働 生物の体のつくりと働 生物の体のつくりと働

き，生物と環境，土地の き，生物と環境，土地 き，生物と環境とのか き，生物と環境，土地

つくりと変化の様子，月 のつくり，月と太陽に かわり，土地のつくり のつくりと変化の様

と太陽の関係などを意欲 ついての変化とその要 と変化のきまり，月の 子，月と太陽の関係に

的に追究し，生命を尊重 因との関係に問題を見 位置や特徴について問 ついて，生物の体の働

したり自然の力の大きさ いだし，推論しながら 題解決に適した方法を き，生物と環境とのか

を感じたりするととも 追究し，規則性や相互 工夫し，装置を組み立 かわり，土地のつくり

に，見いだしたきまりを 関係について考察し表 てたり使ったりして観 と変化のきまり，月の
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生活に当てはめてみよう 現している。 察，実験を行い，その 位置や特徴を理解して

としている。 過程や結果を的確に記 いる。

録している。

【「Ｂ 生命・地球」の評価規準の設定例】

自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

・人や他の動物の呼吸， ・人や他の動物の体の ・指示薬や気体検知 ・体内に酸素が取り入

消化，排出，循環など つくりと呼吸，消化， 管，石灰水などを安 れられ，体外に二酸

の働きに興味・関心を 排出，循環などの働 全に使って呼気と吸 化炭素などが出され

もち，自ら体の内部の きやそのかかわりに 気の違いを調べてい ていることを理解し

つくりや働きを調べよ ついて予想や仮説を る。 ている。

うとしている。 もち，推論しながら ・映像資料や魚の解 ・食べ物は，口，胃，

・人や他の動物の体のつ 追究し，表現してい 剖，模型などを活用 腸などを通る間に消

くりや働きに生命のた る。 して呼吸，消化，排 化，吸収され，吸収

くみさを感じ，それら ・人や他の動物の体の 出，循環などの働き されなかった物は排

の関係を調べようとし つくりと呼吸，消化， を調べている。 出されることを理解

ている。 排出，循環などにつ ・人や他の動物を観察 している。

いて，自ら調べた結 し，呼吸，消化，排 ・血液は，心臓の働き

果と予想や仮説を照 出，循環などの働き で体内を巡り，養分，

らし合わせて推論 を調べ，その過程や 酸素及び二酸化炭素

し，自分の考えを表 結果を記録してい を運んでいることを

現している。 る。 理解している。

・体内には生命を維持

するための様々な臓

器があることを理解

している。

・植物の体内の水などの ・日光とでんぷんので ・ヨウ素液などを適切 ・植物の葉に日光が当

行方や葉で養分をつく き方との関係や植物 に使って日光とでん たるとでんぷんがで

る働きに興味・関心を の体内の水などの行 ぷんのでき方を比較 きることを理解して

もち，自ら植物の体の 方について予想や仮 したり，植物に着色 いる。

つくりと働きを調べよ 説をもち，推論しな した水を吸わせ，蒸 ・根，茎及び葉には，

うとしている。 がら追究し，表現し 散する水について実 水の通り道があり，

・植物体内の水の行方や ている。 験したりして調べて 根から吸い上げた水

葉で養分をつくる働き ・日光とでんぷんので いる。 は主に葉から蒸散し

に生命のたくみさを感 き方との関係や植物 ・植物を観察し，植物 ていることを理解し

じ，それらの関係を調 の体内の水などの行 体内の水の行方や葉 ている。

べようとしている。 方について，自ら行 で養分をつくる働き

った実験の結果と予 について調べ，その

想や仮説を照らし合 過程や結果を記録し

わせて推論し，自分 ている。

の考えを表現してい

る。

・生物が水や空気などの ・生物が，水及び空気， ・動物や植物の生活を ・生物は，水及び空気

周囲の環境の影響を受 食べ物を通してかか 観察したり，資料を を通して周囲の環境

けたりかかわり合った わり合っていること 活用したりしなが とかかわって生きて

りして生きていること を整理し，生物と環 ら，水及び空気を通 いることを理解して

に興味・関心をもち， 境とのかかわりにつ した生物と環境との いる。

自ら生物と環境のかか いて予想や仮説をも かかわりや食う食わ ・生物の間には，食う
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わりを調べようとして ち，推論しながら追 れるの関係について 食われるという関係

いる。 究し，表現している。 調べている。 があることを理解し

・生物が周囲の環境の影 ・生物と水，空気及び ・水及び空気を通した ている。

響を受けたりかかわり 食べ物とのかかわり 生物と環境とのかか

合ったりして生きてい を関係付けて調べ， わりや食う食われる

ることに生命のたくみ 自ら調べた結果と予 の関係について調

さを感じ，自然界のつ 想や仮説を照らし合 べ，その過程や結果

ながりを総合的に調べ わせて推論し，自分 を記録している。

ようとしている。 の考えを表現してい

る。

・身の回りの土地やその ・土地の様子や構成物 ・ボーリングの資料や ・土地は，礫，砂，粘
れき

中に含まれる物，土地 などから，土地のつ 映像資料などを活用 土，火山灰及び岩石

の変化，土地の変化と くりと変化のきまり したり，安全に野外 からできており，層

自然災害との関係など について予想や仮説 観察を行ったりしな をつくって広がって

に興味・関心をもち， をもち，推論しなが がら，土地のつくり いるものがあること

自ら土地のつくりと変 ら追究し，表現して と変化の様子につい を理解している。

化の様子を調べようと いる。 て工夫して調べてい ・地層は，流れる水の

している。 ・土地のつくりや変化 る。 働きや火山の噴火に

・土地をつくったり変化 の様子について数地 ・土地のつくりと変化 よってでき，化石が

させたりする自然の力 点の土地の構成物を の様子を調べ，その 含まれているものが

の大きさを感じ，生活 関係付けて調べ，自 過程や結果を記録し あることを理解して

している地域の特性を ら調べた結果と予想 ている。 いる。

見直そうとしている。 や仮説を照らし合わ ・土地は，火山の噴火

せて推論し，自分の や地震によって変化

考えを表現してい することを理解して

る。 いる。

・月の形の見え方や月の ・月の位置や形と太陽 ・月の形の見え方や月 ・月の輝いている側に

表面に興味・関心をも の位置，月の表面の の表面について，必 太陽があることを理

ち，自ら月の位置や形 様子について予想や 要な器具を適切に操 解している。

と太陽の位置，月の表 仮説をもち，推論し 作したり，映像や資 ・月の形の見え方は，

面の様子を調べようと ながら追究し，表現 料，模型などを活用 太陽と月の位置関係

している。 している。 したりして調べてい によって変わること

・月の形の見え方や月の ・月の位置や形と太陽 る。 を理解している。

表面から自然の美しさ の位置，月の表面の ・月の位置や形と太陽 ・月の表面の様子は，

を感じ，観察しようと 様子について調べ， の位置，月の表面の 太陽と違いがあるこ

している。 自ら調べた結果と予 様子を調べ，その過 とを理解している。

想や仮説を照らし合 程や結果を記録して

わせて推論し，自分 いる。

の考えを表現してい

る。
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